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2021/10/1 更新 
  
 このほど、文部科学省は「令和７年度大学入学者選抜に係る大学入学共通テスト実施大綱の予告（補遺）」

を公表した。新学習指導要領に対応した 2025 年度大学入学共通テスト（以下、共通テスト）の試験時間およ

び、現行の教育課程を履修した志願者に対する経過措置が明らかになった。いずれも、高等学校・大学の関係

各団体で構成される大学入学者選抜協議会での協議を経て決定された。以下、具体的な内容についてみていく。 
        

 
■ 試験時間－国語、数学②は現行から 10 分増、新教科「情報」は 60 分で実施  

 2025 年度共通テストの試験実施期日は、現行

と同じ２日間で実施となった。出題教科・科目

の試験時間は、概ね現行の共通テストの枠組み

が踏襲されるが、国語、数学②では現行から 10

分増となる。文部科学省によると、国語は、現

在測定している内容を維持した上で多様な文

章を提示する観点から 90分での実施となった。

数学②では、出題範囲が「数学Ⅱ、数学 B、数

学Ｃ」となり選択解答する項目数が２項目から

３項目へ増加するため、70 分で実施される。な

お、現行の共通テストでは、数学①は 70 分で

実施されており、2025 年度共通テストでは数学

①・②の試験時間が統一される形だ。2025 年度

共通テストからの新教科である「情報」は、出

題範囲や他教科の試験時間等を考慮し 60 分で

の実施となった。 

 また、今回の公表では試験実施期日にも触れ

られており、現行同様２日間での実施と明示さ

れた。具体的な実施期日は、2023 年６月初旬頃

公表される予定だ。 

 

 
■ 現行課程履修者への経過措置－「情報」は経過措置問題を出題  

 2025 年度共通テストでは、学習指導要領の改訂にともない地歴・公民、数学では新たな出題科目での実施

となる。現行の教育課程を履修した志願者（現高

校１年生以上）に対しては、現行の共通テスト

出題教科・科目を経過措置科目として出題する。

新教育課程の「情報Ⅰ」については、現行課程の

「社会と情報」「情報の科学」と目標や内容等が

大きく異なることや、共通１次・センター試験を

通じても教科として初めての出題となることか

ら、他の科目の経過措置とは状況が異なる点に留

２０２５年度入試情報 

２０２５年度共通テスト 試験時間・旧課程経過措置公表 

 

【表１】2025 年度共通テスト出題教科・科目、試験時間 

【表２】2025 年度共通テスト 現行課程履修者への経過措置 

試験時間

｢国語｣ 90分

｢地理総合,地理探究｣

｢歴史総合,日本史探究｣

｢歴史総合,世界史探究｣

｢公共,倫理｣

｢公共,政治・経済｣

｢数学Ⅰ,数学Ａ｣

｢数学Ⅰ｣

｢数学Ⅱ,数学Ｂ,数学Ｃ｣*

｢物理｣

｢化学｣

｢生物｣

｢地学｣

｢英語｣

｢ドイツ語｣

｢フランス語｣

｢中国語｣

｢韓国語｣

｢情報Ⅰ｣ 60分情報

出題科目

*数学Ｂ･数学Ｃについては、各２項目出題のう

ち３項目を選択解答

｢物理基礎,化学基礎,生物基礎,地学基礎｣*

*いずれか２科目の内容を選択解答

外国語

数学

①

②

理科

教科

｢地理総合,歴史総合,公共｣*
*いずれか２科目の内容を選択解答

国語

地理
歴史

公民

１科目選択 60分
２科目選択 130分

（うち解答時間 120分）

70分

70分

１科目選択 60分
２科目選択 130分

（うち解答時間 120分）

80分
ICプレーヤーを使用する試験
60分（うち解答時間30分）※「英語」はICプレーヤーを

使用する試験も実施

経過措置科目 試験時間

「旧世界史Ａ」「旧世界史Ｂ」
「旧日本史Ａ」「旧日本史Ｂ」
「旧地理Ａ」「旧地理Ｂ」

「旧現代社会」「旧倫理」「旧政治・経済」
「旧倫理、旧政治・経済」

① 「旧数学Ⅰ」「旧数学Ⅰ・旧数学Ａ」 70分

②
「旧数学Ⅱ・旧数学Ｂ」「旧数学Ⅱ」
「旧簿記・会計」「旧情報関係基礎」

70分

教科

数学

地理歴史

公民

1科目選択60分
２科目選択130分

（うち解答時間120分）
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意し協議が進められた。経過措置問題を作成せず、各大学において措置を委ねることも検討されたが、大学に

より対応がまちまちになり受験生が混乱する恐れがあることなどの懸念により、“希望者が選択可能な経過措

置問題を出題する”ことが適切と判断された。経過措置問題は、新教育課程における「情報Ⅰ」と、現行の教

育課程における「社会と情報」「情報の科学」の、それぞれの目標・内容等に基づき既卒者が選択可能なもの

とし、他科目と同様１年限りの措置となる。既卒者用に経過措置科目を出題するか、「情報Ⅰ」の試験問題の

なかに既卒者用の選択問題を出題するかは、今後大学入試センターにおいて検討するとしている。理科につい

ては、新教育課程と現行の教育課程の間で学習指導要領及び教科書において扱いが異なる内容に関しては、必

要に応じて既卒生が選択解答可能な問題を出題する場合があるとした。 

 
 

■ 今後のスケジュール－大学入試センターは 2022 年度中に試作問題を公表 

 徐々に 2025 年度共通テストの内容が明らかになってきた。2022 年度中には、大学入試センターから経過

措置問題を含む試作問題が公表される予定である。また、「情報」の経過措置問題の出題方法や、経過措置科

目を得点調整の対象とするか等の詳細は大学入試センターが検討するとしており、こちらも公表が待たれる。 

 現在、国立大学協会は 2025 年度共通テストの扱いについて協議を進めており、恐らく今秋には国立大学と

しての方向性が示される見込みである。とくに新教科「情報」の取扱いについて注目されるが、今回明らかに

なった経過措置についての方向性も確認したい。文部科学省は大学に対し 2025 年度入試の共通テストおよび

個別試験の教科・科目の設定について、２年前を待たず可能な限り早期に予告・公表するよう改めて要請して

おり、各大学がどのような形で入試を実施するか注目される。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【参考】新課程入試に関する入試・教育トピックス（河合塾作成） 

  ・「2025 年度大学入学共通テスト 出題教科・科目公表」（2021 年３月 26 日） 

   https://www.keinet.ne.jp/exam/topic/20/20210326.pdf 

  ・「新課程入試（2025 年度入試）の方針（予告）公表」（2021 年８月２日） 

   https://www.keinet.ne.jp/exam/topic/21/20210802.pdf 

  ・「新課程入試における教科「情報」の方向性」（2021 年９月 24 日） 

   https://www.keinet.ne.jp/exam/topic/21/20210924.pdf 

 

 

【追加情報】 大学入試センターが「2025 年度共通テストに関する検討状況」を公表 
 

2021 年 10 月 1 日、大学入試センターが 2025 年度共通テストについて、現在の検討状況を公表した。 

以下、ポイントを時系列でまとめた。 

 
2022 年秋冬頃：地理歴史、公民、数学、情報の全体の構成がわかる試作問題（配点つき）を作成 

       各教科・科目の「問題作成の方向性」とともに公表 
 
2023 年 6 月頃：「出題教科・科目の出題方法及び問題作成方針」公表 

        ※経過措置を含めた出題方法、科目選択方法が判明 

       「共通テスト実施大綱」公表（文部科学省） 
 
2024 年 6 月頃：「共通テスト実施要項」公表 

        ※出願方法、時間割などが判明 


